
地域共生社会推進全国サミット とよた宣言

「地域共生社会推進全国サミットｉｎとよた」の成果として、孤独・孤立の増加、

家族や地域といった支え合いの基盤の弱体化、地域課題の多様化・複雑化と言われる

状況に対し、「おたがいさま」と言えるコミュニティ、つまり「人や活動、地域など

のつながり合い」を、新たな形で取り戻すことを提唱します。

キーワードは「ともに つくる」です。

まず、「ともに」を考えていくため、私たちは、「市民の尊厳と自分らしさの実

現」がすべての土台であることを、改めてお互いが認識し合わなければなりません。

その上で、家族や地域、職場だけでなく、社会におけるあらゆる関係性を見つめ直

す必要があります。良いものは継続しつつも、それと同時に、これまで自然につくら

れてきた関係性の枠組みを外し、楽しみながら、私たちはともに新たな関係性をつ

くっていくのです。

こうした新たな関係性の中で、私たちが、多様な価値観を認め合い、参加し、「つ

ながり合う」ことにより、自分らしい暮らしや地域のミライにさらなる可能性が生ま

れます。そして、市民やボランティア、活動団体といった地域の方々、事業者、社会

福祉協議会、行政などあらゆる主体が、制度や分野を超えた「つながり合い」を育ん

でいくことで、健やかな暮らしを継続でき、仮に暮らしに困りごとが生じた場合でも、

それぞれ行動し協力でき、そして支え合うことができるようになっていきます。

これらの考え方を２日間を通じて共有した私たちならば、一人ひとりが日々の幸せ

を実感し続けられる「地域共生社会」を、必ずや、ともにつくることができるに違い

ないと確信しています。

今こそ、私たちは、それぞれの人や地域、時代に合った新たな関係性により、多様

な「つながり合い」をともにつくり、そして「つながり合い」があること自体を価値

とし、暮らしの「安心」と「自分らしさ」をともに育んでいきましょう。

これらのことを握りしめ、私たちは、ともに協力し合って、「地域共生社会」に向

けた様々な参加と実践を進めることを、ここに確認し合います。
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